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学 科 概 要 書

作成日：　2019年4月1日

作成者：　高橋　敬

機械CAD設計科

（各行は適宜増減のこと）

人材ニーズ

ものづくりの現場において、CADをツールの一つとして使いこなし、トレーサーやモデラーでは

なく、自分の考えを形に出来る、いわゆる設計ができるエンジニアが求められている。

またCADや図面の知識だけではなく、機械などの専門的な知識も併せ持っていることも重要な

要素である。

育成人材像

・CADなどのツールを使い、自分の考えを形にして表現できるエンジニア。

・プロジェクトの一員として、他のメンバーとコミュニケーションをとりながら、目標を達成することが

　できる。

・期限を守り、要求内容に対してきちんと結果を出せるなどの責任感を持って仕事に臨むことが

　できる。

・常にアンテナを張り、興味や探究心を持って仕事に臨むことができる。

目指す職種

・機械設計技術者

・3次元CAD技術者

・CADオペレーター

主な教育内容
と目標

・図面をしっかりと読み、理解することができる力を養う。

・その上で、手描きや、またはCADを使用して2次元図面をしっかりと描ける力を養う。

・2次元図面の読み描きを習得した後、機械の専門的な3次元CADを用いてモデリングを学ぶ。

・CADについては操作方法だけではなく、ものをつくっていく上での考え方や設計のプロセスに

　重点を置いて学習する。

・グループワークを通して、結果を出すことを目標に、コミュニケーション能力を養う。

目標資格

CAD利用技術者試験　2級・1級

マイクロソフト　オフィス　スペシャリスト（MOS）　Excel・PowerPoint

カラーコーディネーター検定試験

CGクリエーター検定

業界や外部
専門家との
連携体制

【現状】

外部業界団体や業界企業によるCADに関連する講座を実施している。

また、他校(専門学校)との交換授業を実施している。

【今後】

更なる拡大を検討中。

特長

・機械分野について、実習や座学を通して専門知識を学ぶことができる。

・CADについては操作方法だけではなく、ものづくりの考え方やプロセスについて学ぶ。

・汎用性の高い2次元CAD、専門的な3次元CADを導入し、実践的な授業を行う。

その他
特になし。



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

４年次

一
般
科
目

科 目 関 連 図

学 科 名 機械CAD設計科 作成日：　2019年4月1日

コ ー ス 名

専
門
科
目

科目
区分

１年次 ２年次 ３年次

コンピュータ基礎 コンピュータ基礎

プレゼンテーション

就職対策Ⅰ 就職対策Ⅰ 就職対策Ⅱ

ビジネスソフト

CG演習CAD実習

工業数学 工業数学

CAD理論

CAD実習

CAD理論

3次元CAD実習Ⅰ

カラーコーディネイ

図学

カラーコーディネイ

3次元CAD実習Ⅱ

自動車概論

機械工学Ⅱ

CG概論

機械設計法

自動車概論

機械工学Ⅱ

機械設計法

CG概論

CG演習

電気概論

卒業制作

ビジネスソフト

図学

機械工学Ⅰ 機械工学Ⅰ

設備概論

プレゼンテーション



学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 38 単 位 数 2

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

1

5

8

8

8

8

計 38

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

高校　数学Ⅰ程度の知識

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

工業数学

1

大坂　祥郎

1

機械工学の理論計算を学習するために、必要な数学の基礎知識を復習する。
数学は専門課程科目を学ぶために最低限必要な基礎学力である。専門科目を学ぶための
ツールと言って過言ではない。専門科目を学ぶ時だけでなく、就職試験においても数学が外さ
れることはまず無い。したがって、好き嫌い、得手不得手に関わらず、数学の基礎力をつけてお
くことが必要である。高校で学んできた数学の単元から、特に工学の分野で要求される単元を
取り上げて学ぶ。範囲は見直しながら解説するので高校時とは違った理解が得られるであろう。
高校では学ばなかったが、これから専門科目で必要となる基礎項目を追加する。

基本的な数式、図形の知識、三角関数などについて理解を深め、その内容について応用する
ことができるレベルを目標とする。

特になし

講義時の配布資料等

特になし

・定期考査：60%
・課題内容・提出状況：20%
・授業への取り組み姿勢等平常点：20%
等により総合的に評価する。

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・基本的な数式

・因数分解

・方程式

・関数とグラフ

・三角関数

等について、基本的な内容を広く学習する。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 38 単 位 数 2

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

1

3

3

3

9

3

3

4

2

2

3

計 36

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

就職対策Ⅰ

1

1

高橋　敬

本校は職業人育成のため、実務教育のみならず、人間教育にも力を注いでいる。特に人間性
育成の面では、入学直後からのあいさつ運動に象徴されるように、コミュニケーション能力の向
上を意識した教育を行っている。　「就職対策Ⅰ」では、あいさつ以外にもビジネスの現場で重
要とされる、"立ち居振る舞い"、"言葉遣い"、"電話対応"など、社会人として身につけておきた
いマナーをDVD教材で学び、さらにロールプレイングで実践をとおして定着させることを目的と
する。
・ビジネスマナー
　・職業意識、就業意識を身につける
　・立ち居振る舞いなどの基本動作やマナー、社会人としての正しい言葉遣いを身につける
・面接対策
　・面接の目的を知り、自己分析を通して己を知ることにより「何ができるのか」「何ができるのか」
「何を したいのか」を見つける
　・適切な自己PR・志望動機・エントリーシート・履歴書を作成できるようになる
　・適切な企業訪問ができ、面接試験で自分をアピールできるようになる
・職業理解
　・各自の就職活動において、進むべき道を自ら選択できるようになる

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・社会人になるには

・基本動作

・面接の目的

・自己分析

・自己PR作成

・志望動機作成

・グループディスカッションでは、積極的に自分の意見を述べること
・就職活動は自分自身が自分のために行う活動であり、自主的にそして積極的に学ぶこと

・定期試験(一般常識実力テスト)：50%
・自己分析ワークシートなどの課題提出物：30%
・グループワークなどへの取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する

・エントリーシート、履歴書作成

・企業訪問

・面接試験

・職業理解　演習

・面接対策＆ビジネスマナー　＋　DVD
・自己分析ワークシート
・職業紹介DVD
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 76 単 位 数 4

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

19

19

19

19

計 76

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

・CAD利用技術者試験2級・基礎公式ガイドブック
・【電子書籍】30時間でマスター Excel 2016
・Infoss e-Learning：情報倫理
・講義時の配布資料等

今やコンピュータやネットワークの知識は、社会に出ていく上で必須となってきている。積極的
に身につけるように心掛けること。

・定期試験：40%
・課題内容・提出状況：40%
・平常点：20%
等により総合的に評価する。

　Excelの実習

高等学校の情報科目履修程度の知識

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・前期(週1コマ)

　CAD利用技術者基礎試験の対策

・前期(週1コマ)

　InfossおよびExcelの実習

・後期(週1コマ)

　CAD利用技術者基礎試験の対策

・後期(週1コマ)

CAD利用技術者基礎試験

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

コンピュータ基礎

1

2

高橋　敬
丸山　千恵

・情報倫理の習得。
・情報関連科目を学習するために必要なWindowsの基本操作を身につける。
・Excelの基本操作の習得。
・パーソナルコンピュータについて、ハードウェアやソフトウェア、周辺機器などに関する基本的
な知識を身につける。
・インターネットやメール、LANをはじめとするネットワークの基本的な知識を身につける。
・情報化社会における問題点や法整備、モラル等について基本的な知識を身につける。
・CAD利用技術者基礎試験の対策。

・パーソナルコンピュータの仕組みを理解し、内部接続や周辺機器との接続ができるようになること。
・ネットワークに関する知識を深め、家庭や職場からインターネットに接続できるようになること。
・情報化社会におけるマナーや法律を理解し、正しく運用することができるようになること。
・ネット社会における影の部分を理解し、何が正しく何が正しくないのかを判断できるようになること。
・CAD利用技術者基礎試験　合格。
・Excelを実践的に使えるようになること。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 76 単 位 数 4

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

4

24

10

28

10

計 76

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

・課題内容・提出状況：80%
・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。

　MOS対策模擬テスト(PowerPoint)

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・前期(週2コマ)

　パソコンの基本操作

　MOS対策演習(Excel)

　MOS対策模擬テスト(Excel)

・後期(週2コマ)

　MOS対策演習(PowerPoint)

・MOS Microsof Excel 2016 対策テキスト＆問題集(FOM出版)
・MOS Microsof PowerPoint 2016 対策テキスト＆問題集(FOM出版)
・講義時の配布資料等

・MOS Microsof Excel 2016
・MOS Microsof PowerPoint 2016

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

ビジネスソフト

1

2

丸山　千恵

現在は仕事をする上でも私生活においても、パソコンを使用する機会はかなり多くなってきてい
る。
特に就職活動においては、パソコンを使えることが採用条件となっている会社も多い。
この科目ではパソコンについて、Windowsの基本操作を中心に、広く学習する。
また、代表的なソフトであるMicrosoftの表計算ソフト｢Excel｣とプレゼンテーションソフト
「PowerPoint」について学習し、Microsoft Office Specialistの合格を目指す。

・パソコンの基本操作の習得。
・ネットワークや各種メディアを利用したバックアップ法。
・ホームページの閲覧・検索方法を理解し、情報収集ができる。
・グループウェアを使ってのEメール操作。
・キーボード操作をブラインドタッチで行う。
・Excelの理解とMicrosoft Office Specialist Excel 2013の資格取得。
・PowerPointの理解とMicrosoft Office Specialist PowerPoint 2013の資格取得。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 76 単 位 数 4

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

2

4

6

6

6

12

2

12

12

12

計 76

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

・課題プリントと配布資料
・製図道具

製図道具を忘れずに持ってくること。

・課題内容・提出状況：80%
・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・前期(週2コマ)

・オリエンテーション

・製図用具の使用方法

・図面について、線・文字・図面の様式

・投影法、図形の表し方、寸法記入法

・図法の目的と種類

・平面図法

・各種図面の作成・実習

・後期(週2コマ)

・オリエンテーション

・機械部品図面作成

・製品部品図面作成

・モデル制作

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

図学

1

2

伊藤　功啓

あらゆる工業分野の図面はＪＩＳによる製図総則に基づいている。図面を手書きで作成することを
通して製図というものを理解し、製図用具の使用方法を身につけることを目的とする。
また、物の形を正確に表現するためには図法が必要であり、平面図法を中心に基本的な図法
について学習する。

・製図用具の使用方法を修得する。
・図面について：製図の規格、図面の構成要素を理解する。
・線・文字・図面の様式：線の種類と用法、漢字、かな、数字、ローマ字、図面の様式と尺度 、図
面の大きさ、表題輪郭線の付属要素について理解する。
・投影法：正投影、第一角法～第四角法、点投影、線の投影について理解する。
・図形の表し方：図面の配置、各種の断面図、ハッチングについて理解する。
・寸法記入法：寸法線と補助線、寸法数字の向きと引出線、寸法補助記号等について理解す
る。
・図法の目的と種類：図法の目的、意義を理解し、図法の種類を理解する。
・平面図法：図形と幾何学の基礎知識を習得し、基本図法（直線．曲線）による様々な平面図形
の作図方法を学ぶ
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 76 単 位 数 4

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

20

20

20

14

計 76

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

・定期試験：60%
・課題内容・提出状況：20%
・授業への取り組み姿勢等平常点：20%
等により総合的に評価する。

・絵とき　機械工学のやさしい知識(オーム社)
・講義時の配布資料等

特になし

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・機械に用いる材料

・機械と設計

・機械を作る技術

・作図演習

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

機械工学Ⅰ

1

2

高橋　敬
業務用音響機器メーカーにて2次元CAD、3次元CADを
使用し商品開発職(機構設計職)に従事した経験をいか
し、機械工学の基本について実践的な授業を行う。

機械製図や3次元CAD実習を履修するにあたり、機械分野の理論的な知識が必要となる。
この科目では、機械工学の基礎について学習する。

機械系で用いる材料や力学の基礎を中心に、機械全般にわたり概要について学習する。
機械全般の概要について理解し、2年次に履修する機械製図や3次元CAD実習および卒業制
作の履修にあたり、自分の考えを形にすることができることを目標とする。
また、就職試験における専門知識に対応できること。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 38 単 位 数 2

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

1

7

7

7

7

9

計 38

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

・定期試験：60%
・課題内容・提出状況：20%
・授業への取り組み姿勢等平常点：20%
等により総合的に評価する。

・CAD利用技術者試験2級・基礎　公式ガイドブック(日経BP社)
・CAD利用技術者試験試験　2次元2級・基礎　テキスト＆問題集(翔泳社)
・講義時の配布資料等

特になし

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・CADシステムの知識と利用

・CADシステムのプラットフォーム

・CADシステムの関連知識

・製図の知識

・三面図の演習

CAD利用技術者試験2級

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

CAD理論

1

1

高橋　敬

業務用音響機器メーカーにて2次元CAD、3次元CADを
使用し商品開発職(機構設計職)に従事した経験をいか
し、検定取得を視野に、CADに関する知識全般につい
て実践的な授業を行う。

CADシステム全般について理解するとともに、CAD利用技術者試験2級　合格を目標に、広く
学習する。
公式ガイドブックおよび問題集を用いての出題ポイントの解説や過去問題の反復学習を行う。

・CADシステム全般について理解し、CAD実習に活かすことができる。
・製図の知識を習得し、CADや機械製図の授業にいかすことができる。
・1年次、CAD利用技術者試験2級の合格。
・CAD利用技術者試験1級の学科試験につなげるためのベースとする。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 171 単 位 数 9

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

20

20

20

30

30

30

19

計 171

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

講義時の配布資料等

特になし

・課題内容・提出状況：80%
・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。

・CAD利用技術者試験1級の練習

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・基本操作の習得

・簡単なトレースを中心とする操作の反復練習

・課題：基本図形

・課題：機械部品図面の作成1

・課題：機械部品図面の作成2

・課題：商品企画立案、作図

CAD利用技術者試験　2級・1級

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

CAD実習

1

前期6　後期3

高橋　敬

伊藤　奈緒美

業務用音響機器メーカーにて2次元CAD、3次元CADを
使用し商品開発職(機構設計職)に従事した経験をいか
し、CADを使用したものづくりの考え方について実践的
な授業を行う。

建築会社にて設計職に従事した経験をいかし、CADを
使った作図について基本から応用まで実践的な授業を
行う。

CADとは｢Computer　Aided　Design｣の略で、コンピューターを利用して、機械や構造物の設計
や製図を行う設計支援ツールや、そのシステムのことである。
昨今、製造分野における製品の設計や、建築・土木分野など、あらゆる分野で利用されてい
る。
そこで、国内及び世界的に多くのユーザーを持つAutoCAD(汎用CAD)を使用し、製図の基礎
から応用までを学びながら、アプリケーションとしての基本操作・各種編集機能等を使いこなせ
る技術者を育成することを目的とする。

AutoCADを使えば、機械・建築系などの分野を問わず、ある程度の図面は描くことができるレ
ベルを目指す。
また、図面を読んで正確に描く能力、自分の考えた物を図面化する能力を身につける。
CAD利用技術者試験の2級・1級の合格を目指す。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 後期 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 57 単 位 数 3

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

2

20

4

4

25

計 57

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

・課題内容・提出状況：80%
・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。

・自動車CAD基礎講座テキスト(文部科学省委託事業作成)
・講義時の配布資料等

特になし

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・基本操作の習得

・基本形状のモデリング・演習問題

・寸法拘束

・幾何拘束

・モデリング演習

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

3次元CAD実習Ⅰ

1

3

高橋　敬

業務用音響機器メーカーにて2次元CAD、3次元CADを
使用し商品開発職(機構設計職)に従事した経験をいか
し、3次元CADを使ったモデリング手法や設計の考え方
ついて実践的な授業を行う。

機械系3次元CADの基本的な考え方や操作方法について、簡単なモデリング実習を通して身
につけていく。

3次元CADにおける概念や、モデリングの手順・技法について正しく理解し、柔軟に対応できる
技術を身につけること。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 38 単 位 数 2

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

1

2

3

5

3

6

3

3

3

1

8

計 38

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

・定期試験：45%
・各課題の平均点数：45%
・授業への取り組み姿勢等平常点：10%
等により総合的に評価する。

特になし

・カラーコーディネーションの基礎　第3版　3級公式テキスト(東京商工会議所)
・カラーコーディネーションの基礎　第3版　3級公式問題集(東京商工会議所)
・新配色カード199a(日本色研事業株式会社)
・絵具教材

・指定教材を忘れないで準備すること
・実習を行う際はできるだけ教室を汚さないように留意し、確実に清掃すること

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

オリエンテーション

色彩の基礎

色と心理

配色と色彩調和

色が見える仕組み

混色と色再現

色彩文化

絵画における色彩調和

検定対策

期末試験

各種実習

カラーコーディネーター検定試験3級

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

カラーコーディネイト

1

1

伊藤　奈緒美

商品を企画する上で、色彩の知識は重要なものである。
この科目では、色彩に関する必要最低限の知識を習得し、更に必要に応じて演習を行う。
また、実際に身に付いた知識を確認するために、カラーコーディネーター検定試験3級の合格
を目標とする。

・色彩の基礎知識とバランスを身につけ、実際に着色課題において、適材適所に色を配置する
ことができる。
・カラーコーディネーター検定試験3級を取得する。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 前期 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 38 単 位 数 2

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

1

19

3

3

3

3

3

3

計 38

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

就職対策Ⅱ

2

2

高橋　敬

・自分がどのような仕事をしたいのか、どのような業種に進みたいのか、などについて絞込みを
行う。
・希望する企業から内定を獲得するために、より実践的に、就職試験に即した内容について学
習する。
・社会人として身につけておきたいコミュニケーション能力、マナー、ルール、一般常識等につ
いて学習する。

1年次の就職対策Ⅰ、そして就職対策Ⅱの授業内容について理解・実践し、就職活動及び就
職試験に十分生かし、希望する企業から内定を獲得する。

就職対策Ⅰが履修済みであること(1年次)

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・就職センターを活用しての情報収集や受験企業の選定等や担当者との面談。

・一般常識問題の練習。

・履歴書、エントリーシート等の作成練習。

・模擬面接などを通しての面接練習。

・就職活動における言葉遣いや態度、基本動作等についての実践練習。

・グループディスカッション。

・課題内容・提出状況：80%
・就職活動・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。

・個別面談。

・面接対策＆ビジネスマナー　＋　DVD
・自己分析ワークシート
・職業紹介DVD

就職活動は自分自身のために行う活動である。自主的かつ積極的に行動すること。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 76 単 位 数 4

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

10

26

38

計 76

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

プレゼンテーション

2

2

佐藤　有紀

プレゼンテーションソフトの概要とその具体的な技法について学習する。
実際にプレゼンテーションを繰返し行うことにより、最終的に聞き手にとって解かりやすい内容
に仕上げる。
また数をこなすことにより、慣れと自信を養う。

・Power Pointを用いたプレゼンテーションを繰返し行うことにより、聞き手にとって解かりやすい
プレゼンテーションを行うことができるようになること。
・自信を持って堂々とプレゼンテーションができるようになること。

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・テキストを用いて、概要とその具体的な技法についての学習。

・数テーマ設定し、実際にプレゼンテーションをPower Pointを用いて行う。

・卒業制作とリンクさせ、卒業制作の企画段階から最終発表まで、Power Pointを使って

　プレゼンテーションを行う。

・30時間でマスター　プレゼンテーション+PowerPoint 2016(実教出版)
・講義時の配布資料等

課題の提出期限をしっかりと守ること。

・課題内容・提出状況：80%
・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 76 単 位 数 4

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

1

20

20

23

12

計 76

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

機械設計法(企業連携科目)

2

2

高橋　敬

【外部講師】
(いわてデジタルエンジ

ニア育成センター)

業務用音響機器メーカーにて2次元CAD、3次元CADを使用
し商品開発職(機構設計職)に従事した経験をいかし、設計手
法について実践的な授業を行う。

メーカーにて自動車関連の設計職に従事。その知識を活か
し、現在は様々な3次元CADの使い方や設計手法等につい
て講師として活躍し実践的な授業を行っている。

製造系における、広義の意味での設計の一連の流れについて学習する。
商品企画からプレゼンテーションまで完結できる力を養う。

【以下企業連携実習における目的および概要】
・株式会社北上オフィスプラザ　いわてデジタルエンジニア育成センターと取り交わした「職業教育協定
書」に基づき、設計技術者として必要な3次元CADの操作方法やモデリングの考え方、また最新の技術
動向や3次元データを活用したこれからのものづくり方法について修得するため、第一線で活躍している
講師の指導の下、実践的な実習を行う。
・担当教員と上記講師が実習前に事前の打ち合わせを行い、実習内容、学修成果の達成度評価指標
等について定める。実習後半には課題制作により学修成果の到達度を把握する。
・上記実習修了時には、講師による学修成果の評価を行う。
・その後の授業において、学習したテーマが実務でなぜ必要となるかについて実習時の振り返りを行
い、期末には講師の評価を踏まえ担当教員が成績評価・単位認定を行う。

・ものづくりの流れを理解し、企画から図面作成まで完結できること。
・設計とは何かを理解し、実践する力を身につけること。
・実務を遂行するために必要なヒューマンスキルおよびコミュニケーション能力を身につけること。

3次元CADの操作ができること(1年次履修)。

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・身の回りにある製品を分解して構造を理解し、寸法測定を行い、それをもとに

　3次元CADを使用してモデリングを行う。

・商品企画のテーマを数テーマ設定し、企画立案・アイディア出し・設計・図面作成・

　プレゼンテーションを行う。

・特に自分で考えたものについて、実際の形(図面・モデリング)に表現する課程について

　学ぶ。

・課題内容・提出状況：80%
・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。

・連携企業の講師による実習

　Fusion360によるモデリング実習(基礎～応用)

　CATIAによる簡易解析体験

講義時の配布資料等

課題の提出期限をしっかりと守ること。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 76 単 位 数 4

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

20

20

20

14

計 76

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

機械工学Ⅱ

2

2

高橋　敬
業務用音響機器メーカーにて2次元CAD、3次元CADを
使用し商品開発職(機構設計職)に従事した経験をいか
し、機械工学の基本について実践的な授業を行う。

機械製図や3次元CAD実習を履修するにあたり、機械分野の理論的な知識が必要となる。
この科目では、1年次から継続し、機械工学の基礎について学習する。

機械系で用いる材料や力学の基礎を中心に、機械全般にわたり概要について学習する。
機械全般の概要について理解し、2年次に履修する機械製図や3次元CAD実習および
卒業制作の履修にあたり、自分の考えを形にすることができることを目標とする。
また、就職試験における専門知識に対応できること。

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・動力を発生する機械

・いろいろな機械

・情報機器と自動化

・作図演習

・絵とき　機械工学のやさしい知識(オーム社)
・講義時の配布資料等

特になし

・定期試験：60%
・課題内容・提出状況：20%
・授業への取り組み姿勢等平常点：20%
等により総合的に評価する。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 38 単 位 数 2

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

8

4

4

4

4

4

4

4

計 38

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特に無し

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

自動車概論

2

1

坂藤　健
二輪車販売修理店において、メーカー開催の技術講習
を受講し修理技術認定を受けてメンテナンス・修理等を
行った経験をいかし、実践的な授業を行う。

自動車はどのようにして動くのか？
その構造や装置に関する知識、また燃料や環境などについて、自動車の基礎知識を幅広く学
習する。

自動車を構成する各装置について、その構造や役割・機能における基本的な内容について理
解することにより、自動車全般に対する理解を深める。
また、現代における自動車を取り巻く状況を学び、環境や代替え燃料、最新技術など、これから
の自動車の動向を理解する。

特に無し

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・自動車用エンジン

・燃料装置

・冷却装置

・潤滑装置

・吸・排気装置

・電気装置

特に無し

・定期試験：60%
・課題内容・提出状況：20%
・授業への取り組み姿勢等平常点：20%
等により総合的に評価する。

・動力伝達装置

・制動装置

・ＬＥＧＯ　ＭＩＮＤ　ＳＴＯＲＭ　ＮＸＴ　＆　ＥＶ３
・クルマの魅力と宮城県の自動車産業
・講義時の配布資料等
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 前期 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 19 単 位 数 1

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

1

2

3

3

3

2

3

2

計 19

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

設備概論

2

1

伊藤　功啓

主に建築設備の基本について学習する。
各種建築設備の基礎的知識と相互の関連性を理解するとともに、機械との関連も修得する。

以下の内容について理解し、その相互の関連性および機械分野との関連について修得する。

・設備計画を始める前に
・給排水・給湯の基本
・換気・空調の基本
・電気・通信の基本
・事務所ビルの設備
・省エネ設計
・設備図と関連資料

・定期試験：60%
・課題内容・提出状況：20%
・授業への取り組み姿勢等平常点：20%
等により総合的に評価する。

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・設備計画

・給排水・給湯

・換気・空調

・電気・通信

・事務所ビル

・省エネ設計

・設備図と関連資料

・世界で一番やさしい建築設備（エクスナレッジ）
・講義時の配布資料等

特になし
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 後期 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 19 単 位 数 1

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

1

3

3

3

3

3

3

計 19

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

電気概論

2

1

岩渕　正則

電気とは？
電気の基本的知識について学習するとともに、機械との関連なども考慮しながら理解する。

テキスト中、特に以下の部分をピックアップし、電気の基本的知識について学習する。
電気の基本を学習するという観点から、電気とはどのようなものなのかについて広く学習し、機
械分野との関連性を考慮し理解する。

・電気の性質
・電圧、電流、抵抗とオームの法則
・直流回路
・磁気の性質
・静電気の性質
・交流の性質

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・電気の性質

・電圧、電流、抵抗とオームの法則

・直流回路

・磁気の性質

・静電気の性質

・交流の性質

・ひとりでわかる本　はじめての電気(松下電器工科短期大学校)
・講義時の配布資料等

特になし

・定期試験：60%
・課題内容・提出状況：20%
・授業への取り組み姿勢等平常点：20%
等により総合的に評価する。

特になし
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 38 単 位 数 2

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

4

6

8

4

4

4

8

計 38

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

・ＳＴＥＰ１：コンピュータグラフィックスの基本から応用分野まで
・ＳＴＥＰ２：CAD・ＣＧ・画像処理で利用するファイルフォーマットについての基本知識
・ＳＴＥＰ３：ものの表現に必要な基本的知識
・ＳＴＥＰ４：コンピュータにおけるCG制作の一連の流れと技術・処理方法
・ＳＴＥＰ５：CG表現に必要な技術的知識
・ＳＴＥＰ６：ディジタルコンテンツを扱うための知的財産権の基本知識

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

CG概論

2

1

松野　義勝

近年CG表現はＣＡＤ分野でも必須知識であり、本授業においても実習での習得技術を更に高
めるためＣＧ基礎理論を学び、ＣＡＤ分野への応用のための知識を習得する。

・半期期末試験：60%
・課題点（レポート提出他）：20%
・授業への取り組み姿勢等平常点：20%
等により総合的に評価する。

CGクリエイター検定　ベーシック

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・AdobePhtoshopの基本操作

・画像処理基礎

・CG応用（レンダリング）

・AdobeIllustratorの基本操作

・プレゼンテーションパネルの作成基礎

・パネルレイアウトの基礎

・卒業制作プレゼンテーションパネル作成

入門CGデザイン（CG-ARTS協会）

ＣＡＤの表現技法はＣＧのビジュアル表現が不可欠であり、その関連を理論的に学ぶことは実
際の３次元表現のための基礎知識として必須項目である。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 通年 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 38 単 位 数 2

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

4

6

8

4

4

4

8

計 38

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

・ＳＴＥＰ１：AdobePhtoshopの基本操作修得
・ＳＴＥＰ２：画像処理基礎
・ＳＴＥＰ３：ＣＧへの応用（レンダリング）
・ＳＴＥＰ４：AdobeIllustratorの基本操作修得
・ＳＴＥＰ５：プレゼンテーションパネル作成の為のレイアウト及び表現力の修得

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

CG演習

2

1

橋本　貢
映像制作・イラスト制作・商品カタログ制作など様々な業種
でCG制作を経験。学生個人の特性に合わせ、それを生か
した実践的な指導を行う。

・AdobePhtoshopの操作修得と、実際の画像処理から２次元ＣＧへの応用技法を修得する。
・AdobeIllustrａtorの操作修得と、プレゼンテーションパネル作成のためのレイアウト、表現技術
を修得する。

・授業への取り組み姿勢・態度・平常点：20%
・実習点（提出点+課題点）：80%
　・提出点：演習課題の完成提出及び途中提出の状況
　・課題点：演習課題の完成レベルと制作の工夫
等により総合的に評価する。

特になし

特になし

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・AdobePhtoshopの基本操作

・画像処理基礎

・CG応用（レンダリング）

・AdobeIllustratorの基本操作

・プレゼンテーションパネルの作成基礎

・パネルレイアウトの基礎

・卒業制作プレゼンテーションパネル作成

講義時の配布資料等

単にアプリケーション操作修得だけではなく、最終的にプレゼンテーションパネル表現のための
レイアウト及び表現力まで連動して修得する。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 前期 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 114 単 位 数 6

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

16

16

16

44

20

計 114

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

3次元CAD実習Ⅱ

2

6

高橋　敬

伊藤　奈緒美

業務用音響機器メーカーにて2次元CAD、3次元CADを
使用し商品開発職(機構設計職)に従事した経験をいか
し、3次元CADを使ったモデリング手法や設計の考え方
ついて実践的な授業を行う。

・機械系3次元CADについての基本的な考え方から応用まで、様々な形状のモデリングを通し
て設計技術を身につける。
・実際のものづくりの工程について、作品制作を通して企画から完成まで一連の流れを理解す
る。
・グループワークを通して、プロジェクトにおける他メンバーとのコミュニケーション能力を身につ
ける。

・3次元CADにおける概念や、モデリングの手順・技法について正しく理解し、柔軟に対応でき
る技術を身につけること。
・モノをつくる工程を理解し、自分の考えを形にすることができ、一連の流れについて完結でき
ること。
・設計とは何かを理解し、実践する力を身につけること。
・実務を遂行するために必要なヒューマンスキルを身につけること。
・プロジェクトを円滑に進めるための適切なコミュニケーション能力を身につけること。

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・ソリッドモデリングの基礎

・ソリッドモデリングの応用

・アセンブリ

・モデリング演習

・プラモデルを使ったグループワーク

・自動車CAD基礎講座テキスト(文部科学省委託事業作成)
・担当教員からの配布資料
・講師企業作成の独自プリント

卒業制作につながる重要な実習であり、欠席すると履修に支障をきたすため、欠席には十分注
意すること。

・課題内容・提出状況：80%
・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。

3次元CAD実習Ⅰ(1年次)が履修済みであること。
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学 科 名

コ ー ス 名

科 目 名 科 目 分 類 独自　／　共通

履 修 年 次 履 修 学 期 後期 授 業 形 態 講義／実習／演習

コ マ 数 ／ 週 総授業コマ数 152 単 位 数 8

担 当 教 員 実 務 経 験

目 的 ／ 概 要

到 達 目 標

目 標 資 格

前 提 知 識

コマ数

2

35

20

70

10

15

計 152

使 用 教 材

履 修 上 の
注 意

成 績 評 価
の 方 法

特になし

シ　ラ　バ　ス

作成日： 2019年4月1日

機械CAD設計科

卒業制作

2

8

高橋　敬

伊藤　奈緒美

業務用音響機器メーカーにて2次元CAD、3次元CADを
使用し商品開発職(機構設計職)に従事した経験をいか
し、商品企画からプレゼンテーションまで、商品開発の
流れについて実践的な授業を行う。

建築会社にて設計職に従事した経験をいかし、企画か
ら物ができるまでの工程について実践的な指導を行う。

2年間の集大成として、機械系3次元CADを使用し、企画からモデリング、プレゼンテーションま
で、自主課題制作を行う。

企画立案から成果物の制作まで、日程(工程)を管理しながら作業を進めることができ、作品の
完成度を高め、わかりやすくプレゼンテーションまで行うこと。

3次元CADの操作ができること(1年次履修)。

授 業 計 画

　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　内　容

・オリエンテーション

・制作内容の企画立案・調査。

・企画案についてのプレゼンテーション。

・制作(モデリング)。

・制作内容についてのプレゼンテーション。

・プレゼンボードの作成。

授業の欠席や進捗状況など、自己管理をしっかりと行うこと。

・作品内容・発表内容：80%
・授業への取り組み姿勢・平常点：20%
等により総合的に評価する。

講義時の配布資料等
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